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Husserl’s memories of Franz Brentano 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　In the previous issue（Vol. 132）I could complete my translation of the first book of 
the art historian Alois Riegl（1858-1905）. As one of his teachers has been counted 
usually the philosopher Franz Brentano（1838-1917）. Happily we have an excellent 
document about the academic atmosphere in those days, that is, the memories of 
Edmund Husserl（1859-1938）.
　I have great respect for the content of this document. So, as before, in order not to 
miss any detail I have translated the whole of the memories into Japanese here.
　The original text is as follows:
Edmund Husserl, Erinnerungen an Franz Brentano. in: Husserliana Band ⅩⅩⅤ

（Edmund Husserl, Aufsätze und Vorträge 1911 ─ 1921）, Nijhoff 1987. S. 304-315.
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本
稿
の
目
的
は
後
段
に
置
く
回
想
記
の
翻
訳
紹
介
で
あ
る
。

　

本
論
叢
先
集
（
第
百
三
十
二
集
）
で
は
美
術
史
家
リ
ー
グ
ル
（A

lois Riegl, 1858-1905

）
最
初
の
公
刊
本
『
オ
リ
エ
ン
ト
古
絨
毯
』
の

翻
訳
を
完
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
早
逝
の
人
な
が
ら
「
触
覚
的
」-

「
視
覚
的
」
な
る
対
概
念
の
操
作
や
「
芸
術
意
思
」
の
語
用
で

も
名
高
く
、「
ウ
ィ
ー
ン
学
派
」
の
な
か
で
折
々
「
哲
学
的
」
と
称
せ
ら
れ
る
巨
星
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
学
歴
を
見
て
も
哲
学
の
素
養

の
ほ
ど
は
定
か
で
な
い
。
学
位
論
文
は
マ
イ
ノ
ン
グ
（A

lexius M
einong, 1853-1920

）
の
も
と
で
成
り
、マ
イ
ノ
ン
グ
の
師
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
一
八
七
五
年
の
倫
理
学
演
習
に
出
席
（M

ichael Gubser, T
im

e’s V
isible Surface. 2006. p.74

）
と
記
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
は
踏

込
め
な
い
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
師
弟
間
の
学
問
継
受
の
機
微
は
教
室
へ
の
出
席
の
有
無
や
多
寡
な
ど
で
量
れ
る
事
柄
で
な

く
、
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
家
を
成
す
独
自
の
存
在
で
あ
る
と
き
に
は
語
る
の
が
ま
す
ま
す
難
し
い
。
具
さ
に
リ
ー
グ
ル
の
多
く
の
文
章

と
接
し
た
限
り
で
は
、
ペ
ヒ
ト
の
言
葉
通
り
「
リ
ー
グ
ル
の
哲
学
的
素
養
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
解
ら
な
い
。
大
体
は
自
家
製
哲
学

hom
e-m

ade philosophy

の
一
例
で
あ
る
と
見
え
る
」（O

tto Pächt, A
lois Riegl. in: Burlington M

agazine, V
ol. 105. 1963. p.193

）
と
し

て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

け
れ
ど
も
学
生
時
代
の
姿
と
な
れ
ば
面
白
い
事
実
に
思
当
る
。
や
が
て
現
代
の
現
象
学
を
華
々
し
く
樹
立
す
る
哲
学
者
フ
ッ
セ
ル
と

美
術
史
家
リ
ー
グ
ル
と
は
ほ
ぼ
同
年
の
生
れ
で
あ
り
、
双
方
い
ず
れ
に
も
師
と
し
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
名
が
挙
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ッ

セ
ル
が
二
年
師
事
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
を
離
れ
て
ハ
レ
大
学
に
移
る
の
は
一
八
八
六
年
で
翌
年
に
哲
学
の
学
位
を
得
て
、
以
後
こ
の
地
で

一
九
〇
一
年
ま
で
私
講
師
の
身
分
で
あ
る
。
リ
ー
グ
ル
の
学
位
取
得
は
一
八
八
三
年
だ
が
、
な
お
も
学
内
「
歴
史
研
究
所
」
に
留
ま
っ

て
一
八
八
六
年
に
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
博
物
館
」
入
り
、
一
八
九
七
年
ま
で
学
芸
員
と
し
て
十
年
ほ
ど
の
活
動
と
な
る
。
フ
ッ
セ
ル
に
は

わ
ず
か
二
年
の
教
室
で
あ
っ
た
が
、
冬
学
期
の
一
八
八
五
年
十
月
に
始
ま
っ
た
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
特
殊
講
義
が
「
想
像
力
（Phantasie

）

考
」
で
あ
り
、
掲
げ
ら
れ
た
題
目
か
ら
し
て
、
こ
れ
を
リ
ー
グ
ル
も
聴
い
た
可
能
性
は
無
し
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
新
た
な
時
代
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を
開
い
た
両
大
家
と
し
て
名
を
成
す
前
の
二
十
七
、
八
歳
の
青
年
が
、
さ
ほ
ど
広
く
も
な
い
大
学
の
構
内
や
教
室
で
互
い
に
目
礼
を
交

し
た
か
も
知
れ
な
い
と
思
描
く
の
は
楽
し
い
で
な
い
か
。

　

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
心
理
学
が
哲
学
を
先
導
す
る
時
代
に
出
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
研
究
者
と
し
て
も
重
視
さ
れ
た
が
、
い
ま
や
わ
が
国

で
は
フ
ッ
セ
ル
の
師
と
し
て
特
記
さ
れ
る
ぐ
ら
い
で
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
だ
が
幸
い
に
も
昨（
二
〇
一
八
）年
二
月
、

リ
ク
エ
ス
ト
復
刊
で
二
十
八
年
振
り
に
『
天
才
・
悪
』（
岩
波
文
庫
［
初
版
一
九
三
六
年
］
第
10
刷
）
の
公
刊
と
な
っ
た
。
右
記
の
「
想
像
力
考
」

に
直
結
す
る
と
し
て
よ
い
二
講
演
を
収
め
た
小
冊
で
あ
る
。
こ
れ
を
好
機
と
し
て
迎
え
た
い
。
こ
の
た
び
の
回
想
記
は
新
た
な
学
の
醸

し
出
さ
れ
る
学
園
内
外
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
記
録
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
ゆ
え
に
、
こ
こ
に
敢
え
て
訳
出
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

ま
ず
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
略
歴
を
記
す
。
レ
ク
ラ
ム
文
庫
に
グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
大
観
が
あ
る
の
で
、
こ

こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
短
文
の
紹
介
を
土
台
と
し
て
各
種
若
干
の
情
報
で
補
う
こ
と
に
す
る
（H

erm
ann Glockner, D

ie europäische 

Philosophie.

［1958

］31968. U
niversal-Bibliothek N

r. 8233

─46. Reclam
-V

erlag. S. 1006-1007

）。

　

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
（Franz Clem

ens Brentano, 16. Januar 1838

─17. M
ärz 1917

）
は
ド
イ
ツ
西
部
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
ボ
ッ
パ
ル
ト

Boppard

近
傍
マ
リ
ー
エ
ン
ベ
ル
クM

arienberg

で
生
れ
た
［
早
逝
の
父
はChristian B., 

母
はEm

ilie B., 

弟
のLujo Ludw

ig Josef B., 1844-

1931 

は
経
済
学
者
と
な
り
高
弟
の
ひ
と
り
が
明
治
大
正
期
の
福
田
徳
三
で
あ
る
］。
ロ
マ
ン
派
詩
人
ク
レ
メ
ン
ス
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
お
よ
び
妹
作

家
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
・
ア
ル
ニ
ム
の
甥
で
あ
っ
た
。
ギ
ュ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（A

schaffenburg

）
で
育
ち
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
、

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
ベ
ル
リ
ン
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で
哲
学
・
神
学
を
修
め
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
博
士
号
を
取
得
、
貴
重
な
下
記

の
研
究
に
よ
っ
て
で
あ
る
─
─V

on der m
annigfachen Bedeutung des Seienden nach A

ristoteles, 1862.

一
八
六
四
年
に

司
祭
（Priester

）
と
な
り
、
一
八
六
六
年
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
哲
学
教
授
資
格
を
得
て
一
八
七
二
年
に
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
教
授
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就
任
だ
が
、
教
会
へ
の
異
議
ゆ
え
か
早
く
も
翌
一
八
七
三
年
に
教
授
職
を
辞
し
て
（
門
下
のA

nton M
arty, 1847-1914

やCarl Stum
pf, 

1848-1936

と
も
ど
も
）
カ
ト
リ
ク
教
会
か
ら
離
脱
し
た
。
一
八
七
四
年
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
招
か
れ
て
一
八
八
〇
年
ま
で
講
座
担
当
教
授

（Lehrstuhlinhaber

）
と
な
る
。
こ
の
教
授
時
代
に
銀
行
家
の
娘
イ
ー
ダ
（Ida Lieben, 17. M

ai 1852

─13. M
ärz 1894

）
と
結
婚
す
る
が
、

こ
の
と
き
、
か
つ
て
司
祭
で
あ
っ
た
身
分
に
絡
む
違
法
性
の
紛
糾
が
生
じ
て
、
ま
た
も
教
授
職
は
辞
任
す
る
し
か
な
か
っ
た
模
様
で

あ
り
、
以
後
は
私
講
師
（Privatdozent

）
と
し
て
、
結
局
こ
の
身
分
の
ま
ま
夫
人
の
死
後
一
八
九
五
年
ま
で
ウ
ィ
ー
ン
に
留
ま
っ
た
。

一
八
九
五
年
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
転
出
し
て
一
八
九
七
年
に
エ
ミ
ー
リ
エ
夫
人
（Em

ilie Rueprecht

）
と
再
婚
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
避

け
て
一
九
一
五
年
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
移
住
、
一
九
〇
三
年
以
来
の
失
明
な
が
ら
一
九
一
七
年
の
逝
去
時
は
七
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

　

フ
ッ
セ
ル
に
つ
い
て
は
回
想
数
篇
に
続
け
て
全
頁
大
の
写
真
版
一
七
〇
葉
ほ
ど
を
連
ね
た
編
年
史
が
あ
る
（Edm

und H
usserl und 

die phänom
enologische Bew

egung 

─
─ Zeugnisse in T

ext und Bild.  V
erlag K

arl A
lber Freiburg/M

ünchen 1988

）。
こ
こ
に
添
え
ら

れ
た
短
文
に
も
と
づ
い
て
、
本
稿
「
想
出
」
内
の
著
書
出
版
に
い
た
る
ま
で
の
略
歴
を
掲
げ
よ
う
。

　

フ
ッ
セ
ル
（Edm

und H
usserl, 8. A

pril 1859

─27. A
pril 1938

）
は
今
日
の
チ
ェ
コ
東
部
メ
ー
レ
ン
地
方
（M

ähren 

英
語
形M

oravia

）

の
都
市
オ
ル
ミ
ュ
ッ
ツ
（O

lm
ütz

＝O
lom

ouc 

オ
ロ
モ
ウ
ツ
）
近
く
の
プ
ロ
ー
ス
ニ
ツ
（Proßnitz

＝Prostějov

）
で
ユ
ダ
ヤ
人
織
布
商

の
息
子
と
し
て
生
れ
た
。
当
時
の
チ
ェ
コ
は
、
一
八
六
七
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
君
主
国
と
な
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王

家
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
一
地
方
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
西
南
部
に
生
れ
た
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
の
年
齢
差
は
ほ
ぼ
二
十
年
と
な
る
。

　

オ
ル
ミ
ュ
ッ
ツ
の
ド
イ
ツ
系
ギ
ュ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
学
び
、
最
低
の
生
徒
（„H

usserl ist unser schlechtester Schüler gew
esen.

“）
と

し
て
一
八
七
六
年
に
卒
業
で
き
る
が
、
こ
の
資
格
取
得
の
た
め
の
集
中
的
猛
勉
強
で
心
を
奪
わ
れ
た
の
が
代
数
理
論
の
美
し
さ
で
あ
っ

た
と
い
う
。
一
八
七
六
年
秋
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
で
ま
ず
三
学
期
間
は
天
文
学
の
席
を
取
り
、
傍
ら
数
学
・
物
理
学
・
哲
学
の
講



10

細井　雄介

義
を
聴
く
。
こ
こ
で
九
歳
上
の
マ
サ
リ
ク
（T

om
áš Garrigue M

asaryk, 1850-1937. 

後
年
一
九
一
八
年
に
独
立
す
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の

初
代
大
統
領
［
一
九
一
八
︱
一
九
三
五
］）
と
知
合
っ
て
、
近
世
哲
学
史
の
展
開
お
よ
び
同
時
代
哲
学
者
た
る
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
存
在
を
も

教
え
ら
れ
る
。
一
八
七
八
年
の
夏
学
期
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
移
り
、
続
け
て
の
六
学
期
［
三
年
］
は
ヴ
ァ
イ
ア
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
（K

arl 

W
eierstraß, 1815-1897

）
と
ク
ロ
ネ
ッ
カ
ー
（Leopold K

ronecker, 1823-1891

）
の
数
学
講
義
、
パ
ウ
ル
ゼ
ン
（Friedrich Paulsen, 

1846-1908

）
の
哲
学
講
義
を
聴
き
、
一
八
八
一
年
ベ
ル
リ
ン
を
去
り
ウ
ィ
ー
ン
に
移
っ
て
数
学
論
文
を
仕
上
げ
、
一
八
八
二
年
の
秋
に

学
位
を
得
る
。
こ
の
と
き
の
ウ
ィ
ー
ン
で
フ
ッ
セ
ル
は
マ
サ
リ
ク
と
再
会
し
て
い
る
。
一
八
八
三
年
夏
の
一
学
期
は
ベ
ル
リ
ン
に
戻
っ

て
ヴ
ァ
イ
ア
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
の
用
務
を
果
し
、
一
八
八
三
年
十
月
か
ら
一
年
の
あ
い
だ
志
願
兵
と
し
て
オ
ル
ミ
ュ
ッ
ツ
お
よ
び
ウ
ィ
ー

ン
で
兵
役
に
就
く
。
兵
役
を
終
え
て
な
お
ウ
ィ
ー
ン
に
滞
在
す
る
と
き
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
講
義
に
接
し
て
、
一
八
八
六
年
夏
ま
で
は
本

稿
「
想
出
」
の
ご
と
く
教
室
以
外
で
も
親
し
い
間
柄
と
し
て
の
勉
強
で
あ
る
。

　

初
対
面
か
ら
二
年
後
と
な
る
一
八
八
六
年
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
推
薦
で
二
十
七
歳
の
フ
ッ
セ
ル
は
ド
イ
ツ
の
ハ
レ
大
学
へ
行
き
、
以

後
こ
の
地
に
一
九
〇
一
年
ま
で
留
ま
る
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
門
弟
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
フ
（Carl Stum

pf, 1848-1936

）
の
も
と
で
大
学
教
授

資
格
の
取
得
に
励
み
、
一
年
後
の
提
出
論
文
が
「
数
の
概
念
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
同
じ
年
一
八
八
七
年
に
結
婚
し
、
私
講
師
と
し
て

の
歳
月
で
あ
り
、
家
庭
の
友
に
は
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
フ
、
数
学
者
カ
ン
ト
ー
ル
（Georg Cantor, 1845-1918

）、
古
典
語
学
者
フ
ォ
ン
・
ア

ル
ニ
ム
（H

ans von A
rnim

, 1859-1931

）
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

右
の
資
格
取
得
論
文
を
本
体
と
し
て
四
年
後
の
一
八
九
一
年
に
公
刊
の
書
が
「
想
出
」
に
語
ら
れ
る
『
算
術
の
哲
学
』
だ
が
、
さ
ら

に
研
鑽
の
歳
月
を
経
て
一
九
〇
〇
年
に
画
期
的
な
『
論
理
学
研
究
（Logische U

ntersuchungen, 1. T
eil

）』
を
著
し
、翌
一
九
〇
一
年
フ
ッ

セ
ル
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
教
授
職
に
移
っ
て
華
々
し
い
時
代
を
開
く
の
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
「
フ
ッ
セ
ル
の
事
」
と
は
わ
が
国
が
遺
す
貴
重
な
フ
ッ
セ
ル
回
想
文
で
あ
る
。
フ
ッ
セ
ル
は
一
九
一
六
年
フ
ラ
イ
ブ
ル
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ク
大
学
に
正
教
授
と
し
て
移
っ
て
一
九
二
八
年
同
大
学
名
誉
教
授
、
同
年
に
後
を
継
ぐ
正
教
授
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
（M

artin H
eidegger, 

1889-1976

）
で
あ
っ
た
。
わ
が
誇
る
べ
き
高
橋
里
美
（
一
八
八
六
─
一
九
六
四
）
は
一
九
二
六
年
秋
か
ら
一
九
二
七
年
夏
に
か
け
て
の
二
学

期
間
フ
ッ
セ
ル
の
教
室
に
在
り
、
他
の
日
本
留
学
生
と
も
ど
も
自
宅
に
も
招
か
れ
て
い
る
。
こ
の
席
の
情
景
は
昔
日
の
師
弟
交
流
の
有

様
さ
な
が
ら
で
あ
り
、
執
筆
は
二
年
後
の
一
九
二
九
年
（
フ
ッ
セ
ル
七
十
歳
）
だ
が
、
本
稿
の
「
想
出
」
を
読
ん
で
思
重
ね
る
者
に
は
、

感
銘
の
一
層
切
々
と
な
る
老
教
授
フ
ッ
セ
ル
の
印
象
記
で
あ
ろ
う
（
高
橋
里
美
『
フ
ッ
セ
ル
の
現
象
学
』
所
収　

第
一
書
房　

一
九
三
一
年
）。

　

師
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
一
九
一
七
年
三
月
に
歿
し
、
本
稿
の
「
想
出
」
は
一
九
一
九
年
の
下
記
公
刊
本
に
載
る
―
―O

skar K
raus, 

Franz Brentano. Zur K
enntnis seines Lebens und seiner Lehre. M

ünchen 1919. S. 151 -167.　

後
年
の
こ
と
だ
が
ヒ
ト

ラ
ー
の
制
圧
下
で
フ
ッ
セ
ル
の
遺
稿
救
出
に
尽
力
す
る
チ
ェ
コ
の
ク
ラ
ウ
ス
（O

skar K
raus, 1872-1942

）
は
マ
ル
テ
ィ
［
前
出　

A
nton 

M
arty

］
の
も
と
で
育
っ
た
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
学
徒
で
あ
り
、
こ
の
ク
ラ
ウ
ス
の
乞
い
に
応
え
て
の
フ
ッ
セ
ル
の
執
筆
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
今
日
こ
の
「
想
出
」
は
フ
ッ
セ
ル
全
集
（H

usserliana

）
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
編
者
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
は
ク

ラ
ウ
ス
の
原
著
にzw

eiter Beitrag

（
第
二
附
録
）
と
し
て
初
出
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
逝
い
て
間
も
な
い
師
を
偲
ぶ
追
悼
で
あ
り
、
一
気
に
読
通
す
類
の
文
章
で
あ
る
。
訳
出
と
決
め
て
か
ら
苦
し
む
日
々
に
思
浮

ぶ
の
は
、
や
は
り
学
生
時
代
の
師
竹
内
敏
雄
（
一
九
〇
五
─
一
九
八
二
）
先
生
の
厳
し
い
お
顔
で
あ
っ
た
。
黙
読
し
て
感
銘
あ
ら
ば
深
く

胸
奥
に
蔵
う
だ
け
で
よ
い
、
余
事
は
無
用
、
と
の
お
叱
り
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
が
誰
に
も
当
然
の
態
度
と
し
て
、
フ
ッ
セ
ル
の
文

章
も
識
者
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
な
が
ら
邦
文
の
紹
介
を
こ
れ
ま
で
見
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
び
の
作
業
は
訳
者
が
老
い
た
証

し
で
も
あ
る
。

　

こ
の
老
い
の
弊
を
取
除
く
た
め
、
か
つ
て
同
じ
く
美
学
科
の
研
究
室
で
励
ん
だ
畏
友
森
谷
宇
一
教
授
に
訳
文
の
検
討
を
願
っ
た
。
師
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弟
間
の
敬
意
や
悲
哀
な
ど
人
物
同
士
の
間
隔
の
表
現
が
絡
む
ゆ
え
、
本
来
は
他
者
の
診
断
を
乞
え
る
こ
と
で
は
な
い
の
だ
が
、
学
問
上

の
要
語
に
関
る
失
態
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
記
し
て
深
い
感
謝
を
捧
げ
る
。

　

翻
訳
の
底
本
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

Edm
und H

usserl, Erinnerungen an Franz Brentano. in : H
usserliana Band X

X
V

（Edm
und H

usserl, A
ufsätze und 

V
orträge 1911

─1921
）, N

ijhoff 1987. S. 304-315.
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フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
想
出
（
一
九
一
九
年
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ッ
セ
ル

　
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
［
一
般
］
講
義
（V

orlesung

）
を
聴
く
幸
運
の
年
は
わ
ず
か
二
年
し
か
な
か
っ
た
。
な
か
で
［
ド
イ
ツ
の
大
学
で
は

半
年
間
の
］
完
全
学
期
は
た
だ
一
八
八
四
年
か
ら
八
五
年
に
か
け
て
の
冬
学
期
と
一
八
八
五
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
の
冬
学
期
と
い

う
二
学
期
だ
け
で
あ
っ
た
。
両
年
度
と
も
「
実
践
的
哲
学
（praktische Philosophie

）」
に
つ
い
て
週
五
時
間
の
［
一
般
］
講
義
、
さ
ら

に
哲
学
演
習
と
並
べ
て
、
選
り
抜
き
の
哲
学
的
疑
問
に
つ
い
て
週
一
時
間
な
い
し
二
時
間
の
特
殊
講
義
（K

olleg

）
を
行
っ
た
。
両
年

度
そ
れ
ぞ
れ
の
夏
学
期
に
は
、
聴
講
資
格
は
初
級
課
程
修
了
者
に
限
る
小
教
室
の
特
殊
講
義
を
続
行
し
た
が
、
早
く
も
六
月
第
一
週
に

は
終
り
と
し
た
。
こ
れ
ら
特
殊
講
義
の
最
初
の
も
の
は
「
初
等
論
理
学
と
こ
こ
に
必
要
な
改
革
（D

ie elem
entare Logik und die in ihr 

nötigen Reform
en

）」
な
る
題
目
の
も
と
、
知
性
の
記
述
心
理
学
な
る
も
の
の
体
系
的
に
結
付
け
ら
れ
る
敷
地
を
扱
っ
た
が
、
そ
の
さ

い
心
情
領
界
に
お
け
る
平
行
事
例
に
も
一
箇
独
立
の
章
と
し
て
探
究
は
及
ん
で
い
た
。
つ
ぎ
の
「
心
理
学
お
よ
び
美
学
の
選
り
抜
き
の

疑
問
（A

usgew
ählte psychologische und ästhetische Fragen

）」
を
語
る
特
殊
講
義
で
は
概
論
風
に
想
像
表
象
の
本
質
に
つ
い
て
の
記

述
的
根
本
分
析
を
示
し
た
。六
月
の
半
ば
に
な
る
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
当
時
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
湖ゼ

ー［W
olfgangsee 

オ
ー
バ
ー
エ
ス
テ
ラ
イ
ヒ
州
と
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
州
と
の
境
に
あ
る
］
へ
と
出
掛
け
た
が
、
そ
こ（
湖
畔
の
街
サ
ン
ク
ト
・
ギ
ル
ゲ
ン St. Gilgen

）へ
は
親

し
く
誘
わ
れ
て
お
伴
し
た
。
ま
さ
し
く
同
じ
夏
の
月
々
に
は
い
つ
も
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
客
舎
を
訪
ね
て
よ
い
、
小
さ
な
散
歩
や
舟
遊

び
に
（
も
っ
と
大
き
な
両
年
唯
一
の
遠
足
に
も
）
参
加
し
て
よ
い
と
さ
れ
て
い
て
、
年
齢
お
よ
び
分ふ

ん
べ
つ別
の
大
き
な
差
の
許
す
限
り
で
、
私
は

少
し
ば
か
り
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
親
し
み
を
増
す
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
の
私
は
大
学
で
の
勉
学
を
修
了
し
た
ば
か
り
で
哲
学
（
私
の
数

学
博
士
号
の
副
専
攻
課
目
）
で
は
ま
だ
初
心
者
で
あ
っ
た
。
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私
の
哲
学
的
関
心
が
膨
れ
上
り
、
生
涯
の
天
職
と
し
て
数
学
に
留
ま
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
哲
学
に
と
こ
と
ん
打
込
む
べ
き
か
と
揺

れ
動
く
時
代
に
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
あ
れ
こ
れ
の
講
義
が
決
め
手
と
な
っ
た
。
当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
御
自
身
の
こ
と
で

一
方
で
は
最
高
度
に
尊
敬
さ
れ
讃
美
さ
れ
な
が
ら
、
他
方
で
は
（
少
い
ど
こ
ろ
で
な
い
人
々
か
ら
）
隠
れ
イ
エ
ズ
ス
会
士
、
追
従
家
、
食

わ
せ
者
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
、
小ス

コ
ラ
び
と

理
屈
屋
な
ど
と
罵
ら
れ
る
ほ
ど
に
評
判
の
人
で
あ
り
、
最
初
に
聴
講
し
た
の
は
、
一
度
は
聴
い
て
み
た
い

と
思
っ
た
、
た
だ
の
好
奇
心
か
ら
で
あ
る
。
第
一
印
象
で
私
は
少
か
ら
ず
驚
い
た
。
こ
の
痩
せ
た
姿
、
巻
毛
で
縁
取
ら
れ
た
大
き
な
頭

の
、鋭
く
弓
な
り
の
精
力
的
な
鼻
の
、た
ん
に
頭
脳
労
働
ば
か
り
か
魂
の
深
い
格
闘
を
も
語
る
表
情
豊
か
な
顔
の
輪
郭
あ
る
、こ
の
姿
は
、

あ
り
ふ
れ
た
生
活
の
枠
か
ら
完
全
に
食は

み
出
て
い
た
。
一
息
ご
と
一
動
き
ご
と
心
の
籠
る
上
目
で
内
向
き
の
眼
差
に
、
こ
の
没
入
の
あ

り
さ
ま
全
体
に
、
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
た
の
は
大
き
な
使
命
（M

ission

）
の
意
識
で
あ
る
。
講
義
の
言
葉
は
、
形
式
は
完
成
し
て
い

て
、
一
切
の
わ
ざ
と
ら
し
い
言
回
し
、
す
べ
て
の
才
知
ひ
け
ら
か
し
語
、
あ
ら
ゆ
る
修
辞
的
慣
用
句
か
ら
自
由
で
あ
り
な
が
ら
、
素
気

な
い
学
問
的
論
述
の
言
葉
で
は
全
然
な
か
っ
た
。
ど
こ
ま
で
も
高
揚
せ
る
芸
術
的
な
文
体
が
具
わ
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
完
全
に
相
応
し

く
自
然
に
、
こ
の
ひ
と
の
人
柄
を
表
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
独
得
の
柔
か
な
低
い
声
の
か
す
れ
た
調
子
で
、
司
祭
風
の
身
振
り
を
添
え

て
語
る
と
き
、
こ
の
若
い
学
生
の
私
の
面
前
に
は
、
永
遠
の
真
理
の
預
言
者
か
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
世
界
の
告
知
者
か
、
と
ば
か
り
に
ブ

レ
ン
タ
ー
ノ
が
立
っ
て
い
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
先
入
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
人
柄
の
力
に
永
く
は
逆
ら
え
な
か
っ
た
。
た
ち
ま
ち
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
実
態
が
こ
の
身

を
捉
え
る
と
と
も
に
、
論
述
の
全
く
比
類
な
い
明
晰
さ
と
弁
証
の
鋭
利
さ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
を
展
開
し
て
は
理
論
化
す
る
、
い
わ
ば

カ
タ
レ
プ
シ
ー
［K

atalepsie 

強
硬
症
］
の
力
で
私
は
征
服
さ
れ
て
い
た
。
あ
れ
こ
れ
の
講
義
か
ら
私
が
真
先
に
得
た
の
は
、
哲
学
を
生

涯
の
職
と
し
て
選
ぶ
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
確
信
、
言
い
か
え
る
と
、
哲
学
も
ま
た
真
剣
勝
負
の
戦
場
で
あ
り
、
同
じ
く
厳
密
学
の
精

神
を
以
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
と
あ
ら
ば
そ
の
よ
う
に
扱
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
確
信
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
問
題
と
ブ
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レ
ン
タ
ー
ノ
が
取
組
む
さ
い
の
混
り
気
な
い
即
物
的
客
観
性
（Sachlichkeit

）、
解ア

ポ

リ

ア

決
困
難
事
へ
向
け
る
問
題
処
理
法
、
さ
ま
ざ
ま
可
能

な
る
議
論
を
精
妙
に
弁
証
し
て
ゆ
く
考
量
、
多
義
的
曖
昧
表
現
の
分
離
区
別
、
あ
ら
ゆ
る
哲
学
的
概
念
を
直
観
内
の
源
泉
へ
と
立
返
ら

せ
る
還
元—

—

こ
う
し
た
す
べ
て
の
こ
と
が
私
の
気
持
を
驚
嘆
と
揺
ぎ
な
い
信
頼
と
で
充
た
し
て
く
れ
た
。
講
演
で
は
、
純
粋
こ
の
上

な
く
事
象
に
没
頭
す
る
聖
者
の
声
調
が
、
安
っ
ぽ
い
講
壇

句
や
洒
落
の
一
切
を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
。
気
の
利
い
た
対

ア
ン
テ
ィ
テ
ー
ゼ
句
は
語
り
口

を
鋭
く
さ
せ
る
の
で
、
考
え
を
力
強
く
簡
略
に
伝
え
た
い
と
安
物
買
い
に
な
り
勝
ち
だ
が
、
こ
の
手
の
相ア

ン
テ
ィ
テ
ー
ゼ

反
定
立
を
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、

い
か
な
る
種
類
の
も
の
で
す
ら
避
け
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
か
、
好
い
気
分
の
遠
慮
な
い
会
話
で
は
、
ま
こ
と
に
才
気
溢
れ
、
機
知
や

諧
謔
で
沸
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
最
も
強
烈
な
の
は
、
忘
れ
が
た
い
哲
学
的
演
習
に
お
け
る
作
用
力
（W

irksam
keit

）
で
あ
っ
た
。（
下

記
あ
れ
こ
れ
の
主
題
を
憶
え
て
い
る—

—
ヒ
ュ
ー
ム［D
avid H

um
e

］の Essay über den m
enschlichen Verstand 

と Ü
ber die Prinzipien der M

oral, 

ヘ

ル
ム
ホ
ル
ツ
［H

erm
ann Ludw

ig Ferdinand von H
elm

holz

］
の
講
演 

“D
ie T

atsachen der W
ahrnehm

ung

” , 

デ
ュ
・
ボ
ア
＝
レ
イ
モ
ン
［Em

il 

H
einrich D

u Bois-Reym
ond

］
のG

renzen des N
aturerkennens.

）
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
式
問
答
法
（M

äeutik 

助
産
術
）
の
大
家
で

あ
っ
た
。
問
う
て
は
異
議
を
挟
ん
で
、
あ
や
ふ
や
に
手
探
り
の
初
心
者
を
導
く
術
、
本
気
で
励
ん
で
い
る
者
に
勇
気
を
注
ぐ
術
、
真
理

は
感
じ
た
の
に
ま
だ
不
明
瞭
で
あ
る
始
ま
り
を
明
瞭
な
思
想
や
洞
察
へ
と
変
化
さ
せ
る
術
、
こ
う
し
た
術
を
ど
れ
ほ
ど
心
得
て
い
た
こ

と
か
。
し
か
も
他
方
で
無
駄
話
屋
に
は
、
少
し
も
侮
辱
せ
ず
に
何
と
手
際
よ
く

舌
を
終
ら
せ
て
い
た
こ
と
か
。
演
習
が
終
れ
ば
研
究

発
表
者
ほ
か
最
も
熱
心
な
列
席
者
三
四
名
を
家
へ
伴
う
の
が
常
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
イ
ー
ダ［Ida Brentano, 1852-1894. 

銀
行
家 Ignatz 

Lieben 

の
娘
］夫
人
が
夕
食
を
用
意
し
て
い
た
。
こ
の
席
に
日
常
会
話
は
御
用
な
か
っ
た
。
演
習
時
間
の
主
題
が
続
行
で
、
倦
む
こ
と

な
く
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
新
た
な
問
を
立
て
た
り
講
義
全
体
に
大
き
な
展
望
を
開
い
た
り
し
な
が
ら
語
り
続
け
た
。
自
身
は
与
り
知
ら

な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
遠
慮
勝
ち
の
学
生
ど
も
に
ど
ん
ど
ん
料
理
に
手
を
伸
ば
す
よ
う
勧
め
る
こ
と
が
、
ま
こ
と
に
心
暖
ま
る
夫
人
の

御
配
慮
で
あ
り
、
食
事
が
終
る
や
直
ぐ
さ
ま
夫
人
は
姿
を
消
さ
れ
た
。
一
家
の
近
し
い
友
で
高
名
政
治
家
の
プ
レ
ー
ナ
ー
（Ernst von 
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Plener, 1841-1923

）
が
た
ま
た
ま
不
意
に
こ
の
集
い
に
舞
込
ん
だ
が
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
気
持
を
逸
ら
し
は
し
な
か
っ
た
。
当
の
夕
は

完
全
に
自
分
の
学
生
の
も
の
で
あ
り
、
自
分
を
捉
え
て
い
る
議
論
の
主
題
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

学
生
に
と
っ
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
話
し
易
い
人
で
あ
っ
た
。
話
し
掛
け
る
と
喜
ん
で
一
緒
の
散
歩
と
な
り
、
大
都
市
街
路
の
喧
騒
に

は
全
く
惑
わ
さ
れ
も
せ
ず
、
出
さ
れ
た
哲
学
的
疑
問
に
答
え
て
い
た
。
だ
が
献
身
的
な
仕
方
で
学
生
の
学
問
的
窮
地
ば
か
り
か
個
人
的

窮
地
の
面
倒
ま
で
も
見
て
、
ま
こ
と
に
親
切
な
助
言
者
に
し
て
教
育
者
に
も
な
っ
た
。
信
頼
で
き
る
友
と
見
た
者
に
は
自
分
の
政
治
的

信
念
や
宗
教
的
信
念
ま
た
自
分
の
個
人
的
運
命
に
つ
い
て
も
胸
中
を
吐
露
し
た
。
政
治
の
時
事
問
題
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
た
が
、
心

情
に
関
る
問
題
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
て
古
い
南
ド
イ
ツ
の
見
方
で
言
う
大
ド
イ
ツ
主
義
の
理
念
で
あ
り
、
こ
の
見
方
の
な
か
で
ブ

レ
ン
タ
ー
ノ
は
育
ち
、
こ
の
見
方
に
い
つ
ま
で
も
、
プ
ロ
イ
セ
ン
へ
の
反
感
と
同
じ
程
度
に
固
執
し
て
い
た
。
こ
の
点
で
私
は
ど
う
し

て
も
一
緒
に
な
れ
な
か
っ
た
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
て
明
か
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
流
儀
は
重
要
な
個
人
的
印
象
と
し
て
も
有
益
な
社
会

的
印
象
と
し
て
も
決
し
て
解
り
易
い
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
幸
い
に
も
私
自
身
は
こ
う
し
た
印
象
を
高
く
評
価
で
き
る
習
わ
し
で

育
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
歴
史
に
独
得
の
偉
大
さ
を
感
受
す
る
力
も
こ
と
ご
と
く
欠
け

て
い
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
ス
に
つ
い
て
の
態
度
も
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
こ
へ
と
カ
ト
リ
ク
教
会
か
ら
歩
み
出
て
近
付
い
た
こ

と
は
決
し
て
な
い
。
哲
学
者
と
し
て
カ
ト
リ
ク
の
教
義
か
ら
は
自
由
で
あ
っ
た
が
、
自
由
で
あ
っ
て
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
思
想
圏
と
の

関
り
は
何
ら
問
題
と
な
ら
ず
、
追
感
（nachfühlen

）
し
て
の
歴
史
的
政
治
的
理
解
と
か
、
こ
う
し
た
理
解
か
ら
生
じ
る
歴
史
的
価
値

評
価
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
恐
ら
く
ほ
か
で
も
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
流
儀
で
な
か
っ
た
。
カ
ト
リ
ク
信
仰
自
体
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
語
る
大
き
な
尊
敬
以
外
の
語
気
を
聴
い
た
覚
え
が
な
い
。
こ
の
信
仰
に
よ
っ
て
幅
広
く
作
用
す
る
宗
教
的
倫
理
的
な
諸
力
を
折
々

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
活
々
と
弁
護
し
て
、
愚
鈍
で
軽
佻
な
発
言
に
返
し
て
い
た
。
ほ
か
に
哲
学
的
関
係
で
は
人
格
神
論
（T

heism
us

）
の

世
界
観
が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
を
古
い
教
会
と
結
付
け
た
が
、
こ
の
世
界
観
は
大
い
に
心
を
捉
え
て
、
や
や
も
す
れ
ば
話
題
は
神
の
問
題
と
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霊
魂
不
滅
の
問
題
に
及
ぶ
の
で
あ
っ
た
。
神
の
存
在
の
証
明
に
つ
い
て
の
週
二
時
間
特
殊
講
義
（
形
而
上
学
に
つ
い
て
の
大
き
な
特
殊
講
義

の
一
部
で
、
こ
れ
を
先
年
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
同
様
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
も
講
じ
て
い
た
）
は
き
わ
め
て
入
念
に
考
え
抜
か
れ
て
い
て
、
丁
度
私
が
ウ

ィ
ー
ン
を
去
っ
た
と
き
、
当
の
諸
問
題
に
つ
い
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
新
た
に
研
究
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
私
の
知
る
と
こ

ろ
で
は
最
晩
年
に
至
る
ま
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
添
う
て
い
た
。

　

だ
が
こ
う
し
た
年
々
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
主
に
没
頭
し
て
い
た
の
は
、
一
部
は
さ
き
に
述
べ
た
講
義
の
主
題
で
あ
っ
た
記
述
心
理
学

（deskriptiv-psychologisch
）
の
問
題
、
一
部
は
感
覚
心
理
学
（sinnespsychologisch

）
の
研
究
で
あ
っ
て
、
こ
の
研
究
の
方
は
つ
い
二
三

年
前
に
公
表
さ
れ
、
内
容
は
ウ
ィ
ー
ン
お
よ
び
サ
ン
ク
ト
・
ギ
ル
ゲ
ン
で
の
会
話
か
ら
（
少
く
と
も
大
筋
は
）
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
。

初
等
論
理
学
（elem

entare Logik
）
に
つ
い
て
の
講
義
で
自
身
の
創
造
的
な
改
変
と
し
て
特
に
詳
細
か
つ
歴
然
と
扱
っ
た
の
は
、
徹
底

的
に
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
著
『
無
限
の
逆
説
（（Paradoxien des U

nendlichen

）』
を
顧
慮
し
て
の
、
連
続
体 （K

ontinua

［<K
ontinuum

］）
の

記
述
心
理
学
で
あ
り
、
ま
た
表
象
の
「
直
観
的
と
非
直
観
的
」「
明
晰
と
不
明
晰
」「
判
明
と
不
判
明
」「
本
来
的
と
非
本
来
的
」「
具
象

的
と
抽
象
的
」
の
差
異
で
あ
り
、
講
義
を
終
え
る
夏
学
期
に
は
、
伝
統
的
な
判
断
差
異
の
背
後
に
横
た
わ
っ
て
い
る
契
機
に
し
て
、
判

断
自
体
の
内
在
的
本
質
に
指
摘
で
き
る
記
述
的
契
機
す
べ
て
を
徹
底
的
に
究
明
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
直
ぐ
さ
ま
続
け
て
（
さ
き
に
触
れ

た
よ
う
に
独
立
の
特
殊
講
義 K

olleg 

と
し
て
）集
中
的
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
没
頭
し
た
の
は
想
像（Phantasie

）の
記
述
的
問
題（deskriptiv

［e

］ 

Problem

［e

］）、
し
か
も
特
に
想
像
表
象
（Phantasievorstellung
）
と
知
覚
表
象
（W

ahrnehm
ungsvorstellung

）
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
講
義
が
ず
ば
抜
け
て
刺
戟
的
で
あ
っ
た
の
は
、
研
究
す
る
流
れ
の
な
か
で
諸
々
の
問
題
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
比
べ

る
と
［
道
徳
・
社
会
・
歴
史
・
芸
術
・
宗
教
を
語
る
広
義
の
］
実
践
的
哲
学
（
ま
た
簡
略
な
筆
記
録
を
私
は
利
用
で
き
た
論
理
哲
学
や
形
而
上
学
）
に

つ
い
て
の
講
義
は
、
批
判
的-

弁
証
法
的
叙
述
の
も
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
意
味
で
教ド

グ
マ理
的
性
格
を
具
え
て
い
て
、
言
い
か
え
る

と
、
揺
ぎ
な
く
到
達
せ
る
真
理
に
し
て
最
終
的
な
理
論
と
い
う
印
象
を
呼
起
し
た
し
当
然
呼
起
し
て
然
る
べ
き
講
義
で
あ
っ
た
。
実
際
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に
徹
頭
徹
尾
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
自
身
の
こ
と
を
永
遠
な
る
哲
学

0

0

0

0

0

0

（philosophia perennis

）
の
創
り
手
と
自
覚
し
て
い
た
し
、
こ
の
印
象

は
私
に
は
当
時
ば
か
り
か
後
日
に
な
っ
て
も
変
り
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
数
学
の
厳
密
さ
が
高
々
と
求
め
る
と
こ
ろ
に
応
じ
ら
れ
る
方
法

を
得
よ
う
と
文
字
通
り
常
に
揺
が
ず
努
め
て
き
て
、
自
身
の
鋭
く
研
い
だ
概
念
に
お
い
て
、
ま
た
堅
く
継
合
さ
れ
体
系
的
に
整
備
さ
れ

た
理
論
に
お
い
て
、
ま
た
敵
対
的
見
解
に
加
え
た
全
面
懐
疑
的
（aporetisch

）
な
論
駁
に
お
い
て
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
満
足
で
き
る
真

理
を
獲
得
し
た
と
信
じ
て
い
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ど
れ
ほ
ど
決
定
的
に
自
身
の
教
説
を
善
し
と
し
た
に
せ
よ
、
以
前
か
ら
私
の

信
じ
た
ご
と
く
、
当
の
真
理
に
ひ
ど
く
固
執
は
し
な
か
っ
た
。
例
え
ば
若
年
時
に
好
ん
だ
提
題
の
多
く
を
後
年
に
は
ま
た
棄
て
て
も
い

る
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
断
じ
て
立
止
る
ま
ま
の
人
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
直
覚
（Intuition

）
の
分
析
で
は
深
々
と
奧
に
迫
り
、
し
ば

し
ば
天
才
的
で
あ
り
な
が
ら
比
較
的
早
々
と
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
直
覚
か
ら
理
論
へ
と
移
行
し
た—

—

つ
ま
り
鋭
い
諸
概
念
の
固
定
化
へ

と
、
検
討
問
題
の
理
論
的
定
式
化
へ
と
、
ま
た
可
能
性
あ
れ
こ
れ
の
相
互
間
に
は
批
判
に
よ
る
選
択
の
余
地
も
あ
ろ
う
の
に
当
の
解
決

可
能
性
の
体
系
的
総
体
の
構
築
へ
と
急
い
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
哲
学
流
儀
へ
の
私
の
判
定
が
正
し
い
な
ら
ば
、
ブ
レ
ン
タ

ー
ノ
は
み
ず
か
ら
発
展
す
る
局
面
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
同
じ
仕
方
で
自
身
の
、
考
え
抜
い
た
論
証
の
陣

フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
形
［Phalanx 

ス
パ
ル
タ
軍
の

密
集
隊
形
］
で
武
装
し
て
確
然
と
纏
め
ら
れ
た
理
論
を
も
っ
て
い
た
し
、
こ
う
し
た
理
論
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
他
の
誰
の
教
説
に
も
劣

ら
な
い
と
い
う
気
持
に
な
れ
た
。
カ
ン
ト
や
以
後
の
ド
イ
ツ
観
念
論
者
の
ご
と
き
思
想
家
で
は
、
原
初
の
直
覚
お
よ
び
先
を
見
越
す
予

感
の
価
値
の
方
が
論
理
的
方
法
や
学
問
的
理
論
の
価
値
よ
り
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
高
い
の
だ
が
、
こ
う
し
た
思
想
家
を
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
は
ほ
と
ん
ど
評
価
し
な
か
っ
た
。
厳
密
に
見
る
と
当
の
理
論
の
す
べ
て
が
非
学
問
的
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
根
本
概
念
の
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
に
「
明
晰
性
と
判
明
性
」
に
つ
い
て
の
改
善
が
望
ま
れ
る
と
し
て
も
な
お
、ひ
と
り
の
哲
学
的
思
想
家
を
偉
大
と
見
做
し
得
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
そ
の
偉
大
さ
が
理
論
の
完
全
性
に
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど
純
化
さ
れ
て
い
な
い
し
曖
昧
な
れ
ど
も
極
め
て
意
義
深
い
根
本
直

観
（Grundanschauung

［en

］）
の
独
創
性
に
も
あ
り
得
る
、
同
じ
こ
と
だ
が
、
何
が
何
で
も
と
ま
ず
は
理ロ

ゴ
ス性

へ
押
寄
せ
る
論
理
以
前
の
、
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ひ
た
む
き
な
努
力
に
も
あ
り
得
る
こ
と
、
手
短
に
言
え
ば
、
理
論
的
に
厳
密
な
洞
見
の
作
用
を
及
ぼ
す
に
は
な
お
遠
い
動
機
な
れ
ど
も
、

哲
学
的
労
苦
一
切
の
目
標
に
と
っ
て
全
く
新
種
の
最
終
決
定
的
な
思
考
動
機

0

0

（D
enkm

 o t i v

［e

］）
に
も
あ
り
得
る
こ
と—

—

こ
の
こ

と
を
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
ほ
と
ん
ど
認
め
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ほ
ど
に
も
全
霊
を
哲
学
的
厳
密
学
の
峻
烈
な
理
想
（
代
表
は
自
身

に
と
っ
て
精
密
な
る
自
然
科
学
で
あ
っ
た
）
に
捧
げ
て
い
た
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
体
系
を
退
化
の
代
物
と
し
か
見
な
か
っ

た
。
当
初
は
全
く
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
導
か
れ
て
い
て
後
年
よ
う
や
く
私
自
身
も
達
し
た
の
が
、
厳
密
学
た
る
哲
学
を
思
う
現
在
ま
こ
と

に
多
く
の
研
究
者
が
分
ち
合
う
確
信
、
す
な
わ
ち
根
本
は
デ
カ
ル
ト
で
始
ま
る
時
期
の
先
行
的
哲
学
す
べ
て
に
他
な
ら
ぬ
観
念
論
の
体

系
は
、
む
し
ろ
こ
れ
を
若
者
の
未
熟
と
捉
え
な
が
ら
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
最
高
度
に
評
価
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
確
信
で
あ
る
。

自
分
ら
を
激
し
く
動
か
し
た
問
題
動
機
（Problem

m
otiv

［e

］）
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
学
問
的
に
厳
密
に
扱
う
こ
と
で
は
満
足
で
き
る
根

強
い
も
の
を
カ
ン
ト
や
以
後
の
ド
イ
ツ
観
念
論
者
が
ほ
と
ん
ど
提
供
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
問
題
動
機
を
実
際
に
追
理
解

し
、
当
の
直
覚
の
内
実
に
身
を
置
い
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
者
に
は
、
観
念
論
者
の
諸
体
系
内
に
哲
学
の
完
全
に
新
た
で
最
も
根
柢

的
な
問
題
次
元
（Problem

dim
ension

［en

］）
が
明
る
み
に
迫せ

り

出だ

し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
ま
た
こ
う
し
た
次
元
を
解
明
し
当
次

元
の
本
性
が
求
め
る
哲
学
方
法
を
形
成
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
当
次
元
の
究
極
最
高
の
目
標
の
生
れ
る
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
感
嘆
す
べ
き
卓
抜
の
強
み
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
く
論
理
的
理
論
化
の
営
み
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
独

得
な
哲
学
の
お
よ
そ
終
り
な
き
作
用
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
自
身
が
独
創
的
思
想
家
と
し
て
直
覚
の
初
発
的
源
泉
か
ら
思

索
の
糧
を
汲
み
、
こ
う
し
て
非
生
産
的
と
な
っ
て
い
た
一
八
七
〇
年
代
ド
イ
ツ
哲
学
に
新
た
な
発
芽
動
機
を
供
給
し
た
こ
と
に
も
と
づ

い
て
い
た
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
あ
れ
こ
れ
の
方
法
や
理
論
が
ど
れ
ほ
ど
永
持
ち
す
る
で
あ
ろ
う
か
、こ
こ
で
は
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
の
動
機
は
と
に
か
く
別
々
の
精
神
な
る
苗
床
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
苗
床
に
お
い
て
と
は
別
様
の
成
長
を
遂
げ
、
こ
う
し
て
当
の

初
発
的
発
芽
力
あ
る
生
命
性
が
新
た
に
証
明
さ
れ
た
。
も
と
よ
り
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
さ
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き
に
述
べ
た
通
り
自
身
の
哲
学
を
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
確
信
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
そ
の
自
信
の
ほ
ど
は
完
璧
で
あ
っ
た
。
自
分

は
正
し
い
道
に
在
っ
て
、
ひ
た
す
ら
学
問
的
な
哲
学
を
樹
立
し
て
い
る
、
と
の
内
的
確
信
は
い
さ
さ
か
も
揺
が
な
か
っ
た
。
す
で
に
確

証
済
み
と
自
分
に
は
思
わ
れ
た
体
系
的
原
論
の
内
部
で
、
こ
の
哲
学
を
さ
ら
に
精
密
に
仕
上
げ
る
こ
と
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
内
か
ら
も

上
か
ら
も
、
こ
の
た
め
に
召
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。
お
の
れ
の
使
命
に
つ
い
て
の
絶
対
に
疑
い
な
い
、
こ
の
信
念
こ
そ
が
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
終
生
の
原
事
実
で
あ
っ
た
、
と
私
は
説
き
た
い
。
こ
の
信
念
を
見
な
け
れ
ば
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
人
と
な
り
は
理
解
で
き
ず
、

そ
れ
ゆ
え
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

こ
う
し
て
何
よ
り
も
解
る
の
が
、
努
力
し
て
得
た
洞
察
を
た
だ
弘
め
る
た
め
に
だ
け
で
な
く
自
分
自
身
の
思
想
を
さ
ら
に
究
め
る
た

め
に
も
、
深
く
心
に
迫
る
教
育
効
果
、
さ
よ
う
善
い
意
味
で
の
学
校
（Schule

）
が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
と
っ
て
は
極
め
て
大
切
だ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
自
身
の
揺
が
な
い
信
念
か
ら
外
れ
た
逸
脱
の
い
ず
れ
に
も
感
じ
易
か
っ
た
し
、
こ
の
点
で

の
異
論
に
出
合
う
と
活
発
に
な
り
、
久
し
く
熟
考
せ
る
定
式
の
操
作
や
論
駁
理
由
の
挙
示
で
は
や
や
頑
固
な
ま
ま
、
卓
抜
の
弁
証
法
で

勝
利
を
誇
っ
て
い
た
が
、
弁
証
法
は
や
は
り
、
対
抗
す
る
初
発
的
直
観
に
相
手
の
異
論
家
が
立
脚
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
満
足
で
き
な

い
も
の
を
残
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
誰
ひ
と
り
自
前
で
自
由
な
思
考
は
も
は
や
養
え
ず
、
こ
の
難
し
さ
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
固

有
の
根
深
い
信
念
に
立
向
う
と
き
尚
更
で
あ
っ
た
。

　

新
た
な
哲
学
の
開
拓
者
で
あ
る
と
の
信
念
と
疑
い
な
く
結
ば
れ
て
い
た
の
が
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
正
教
授
職
の
再
入
手
に
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
が
置
い
て
い
た
大
き
な
（
そ
し
て
当
時
の
私
に
は
ほ
と
ん
ど
解
ら
な
か
っ
た
）
価
値
で
あ
る
。
確
約
さ
れ
な
が
ら
決
し
て
守
ら
れ
な
か
っ

た
約
束
で
絶
え
ず
新
た
に
開
け
る
希
望
に
つ
い
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
多
く
を
語
っ
た
。
も
は
や
博
士
論
文
を
指
導
で
き
ず
、
学
部
構
成

に
出
席
で
き
ず
、
ま
し
て
や
自
分
に
は
少
し
も
好
ま
し
く
な
い
私
講
師
の
資
格
に
受
身
で
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
、
ま
さ
し

く
耐
え
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
し
ば
し
ば
胸
中
を
苦
々
し
く
吐
露
し
た
。
無
論
こ
う
し
た
事
情
の
も
と
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で
も
教
職
の
活
動
に
は
（
夏
期
講
義
の
自
発
的
な
切
詰
め
を
除
い
て
）
変
り
な
く
、
以
前
同
様
ウ
ィ
ー
ン
ば
か
り
か
全
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
明

確
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
実
践
的
哲
学
に
つ
い
て
の
見
事
な
、
ま
さ
し
く
古ク

ラ
シ
ク

典
的
に
完
成
せ
る
［
一
般
］
講
義
に
は
、
冬
学
期
ご
と
法

科
第
一
学
期
生
お
よ
び
全
学
部
生
の
何
百
人
も
の
聴
講
者
で
あ
っ
た—
—

こ
の
多
勢
が
何
週
間
か
経
て
当
然
な
が
ら
激
減
し
た
の
は
、

教
室
で
要
求
さ
れ
る
規
則
的
共
同
作
業
が
聴
講
者
全
員
の
問
題
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
講
義
か
ら
は

才
能
あ
る
若
者
が
ま
た
も
ま
た
も
と
演
習
に
参
加
し
て
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
努
力
の
実
効
の
ほ
ど
を
よ
く
立
証
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
年
々
［
一
八
八
四—

八
六
年
］
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
神
経
（N

erv

［e

］）
の
か
細
さ
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
元
気
に
す
る
は
ず
の

サ
ン
ク
ト
・
ギ
ル
ゲ
ン
で
も
多
く
何
や
か
や
と
こ
ぼ
し
た
。
烈
し
い
頭
脳
労
働
の
気
晴
し
に
は
い
つ
で
も
、
劣
ら
ず
熱
中
で
き
る
、
別

の
劣
ら
ず
烈
し
い
何
ご
と
か
を
求
め
る
。
ウ
ィ
ー
ン
将チ

ェ
ス
・
ク
ラ
ブ

棋
会
で
は
な
か
な
か
乙
な
指
し
手
（
才
気
あ
り
過
ぎ
、
と
誰
か
が
教
え
て
く
れ
た
が
、

狙
い
の
筋
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
勝
て
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
）
と
目
さ
れ
、
と
こ
と
ん
夢
中
で
ひ
と
と
き
の
勝
負
に
打
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

ほ
か
の
と
き
に
は
木
彫
を
や
り
、
絵
具
や
線
描
の
絵
に
向
い
、
や
る
こ
と
に
は
い
つ
で
も
熱
中
し
た
。
ま
さ
し
く
い
つ
で
も
、
ど
こ
か

自
発
的
に
、
で
し
か
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
サ
ン
ク
ト
・
ギ
ル
ゲ
ン
へ
の
一
緒
の
旅
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
直
ぐ
さ
ま
手
製
の
便
利
な
彫

り
駒
を
取
出
し
、
長
い
道
中
全
部
を
か
け
て
将チ

ェ
ス棋
熱
戦
で
あ
っ
た
。
夫
人
は
達
者
な
画
家
だ
っ
た
が
、
サ
ン
ク
ト
・
ギ
ル
ゲ
ン
で
は

肖
像
画
を
描
く
夫
人
に
喜
ん
で
協
力
、
よ
く
し
よ
う
と
の
手
入
れ
や
出
来
か
け
丸
ご
と
の
肩
代
り
で
あ
る
。
も
と
よ
り
夫
人
が
あ
と
で

ま
た
も
や
救
い
の
手
、
多
く
の
手
直
し
が
必
至
と
な
っ
た
。
例
え
ば
一
八
八
六
年
に
夫
人
と
一
緒
の
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
私
を
描
い
て
く

れ
た
が
、
鋭
敏
な
美
術
史
家
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（［Friedrich

］T
heodor V

ischer, 1807-1887

）
の
評
語
の
ご
と
く
、「
愛
ら
し
い
絵
（„Ein 

liebensw
ürdiges Bild

“）」
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
同
じ
く
熱
心
に
サ
ン
ク
ト
・
ギ
ル
ゲ
ン
の
午
後
に
は
（「
庭
園„Garten

“」
で
、
と
は
湖
に
近

く
人
目
を
避
け
た
小
家
を
背
に
し
た
草
地
で
の
こ
と
）
ボ
ッ
チ
ャ
（Bocciaspiel　

ボ
ウ
リ
ン
グ
に
似
た
球
戯
）
に
耽
っ
た
。
山
登
り
は
全
然
や
ら
ず
、

程
よ
い
遠
足
だ
け
を
好
ん
だ
。
サ
ン
ク
ト
・
ギ
ル
ゲ
ン
で
は
、
し
か
し
ウ
ィ
ー
ン
で
も
暮
し
振
り
は
ま
こ
と
に
簡
素
で
あ
っ
た
。
ち
な
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み
に
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
最
初
の
結
婚
は
夫
人
の
財
産
が
目
当
て
、
と
の
噂
は
、
当
人
と
知
合
っ
て
生
活
習
慣
を
見
れ
ば
、
直
ぐ
さ
ま
馬
鹿

馬
鹿
し
い
と
感
じ
ら
れ
た
事
柄
で
あ
る
。
金
持
の
楽
し
み
、
つ
ま
り
贅
沢
品
と
か
美
食
と
か
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
豪
奢
生
活
に
つ
い
て

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
お
よ
そ
感
受
力
を
持
合
せ
な
か
っ
た
。
煙
草
は
吸
わ
ず
、
食
事
も
飲
酒
も
き
わ
め
て
質
素
で
、
あ
れ
こ
れ
の
違
い
な

ど
気
に
し
な
か
っ
た
。
私
は
と
言
え
ば
、
し
ば
し
ば
御
宅
で
食
卓
に
列
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
さ
い
料
理
や
飲
物
に
つ
い
て
ブ
レ
ン
タ

ー
ノ
が
特
別
の
好
み
を
語
っ
た
り
見
せ
た
り
す
る
の
に
気
付
い
た
こ
と
は
な
い
。
あ
る
と
き
サ
ン
ク
ト
・
ギ
ル
ゲ
ン
で
夫
人
の
到
着
以

前
に
、
か
な
り
ひ
ど
い
店
で
食
事
の
羽
目
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
い
つ
も
の
御
満
悦
で
、
違
い
な
ど
全
く
気
に
も

せ
ず
自
分
の
考
え
や
会
話
だ
け
に
没
頭
し
て
い
た
。
鉄
道
で
も
一
人
旅
な
ら
ば
最
下
等
席
で
結
構
と
し
た
よ
う
に
、
ど
れ
ほ
ど
料
理
が

安
直
で
も
甘
ん
じ
ら
れ
る
人
で
あ
っ
た
し
、
服
装
で
も
同
様
、
ご
く
目
立
た
ぬ
品
で
時
折
は
擦
り
切
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
す
べ

て
に
お
い
て
倹
約
家
だ
が
、
独
得
の
人
柄
こ
そ
が
話
題
と
な
れ
ば
、
他
の
人
々
へ
の
親
切
を
尽
せ
る
と
こ
ろ
で
は
、
や
は
り
ブ
レ
ン
タ

ー
ノ
は
気
前
が
好
か
っ
た
。
若
者
相
手
と
し
て
の
態
度
で
は
確
か
に
重
々
し
く
と
も
、
と
て
も
親
切
で
情
愛
が
籠
り
、
い
つ
で
も
学
問

的
形
成
の
促
進
を
思
う
ば
か
り
か
、
道
徳
的
人
格
に
つ
い
て
も
気
遣
っ
て
い
た
。
誰
し
も
、
こ
の
気
高
い
導
き
に
は
ど
こ
ま
で
も
信
服

し
て
、
居
場
所
は
離
れ
て
遠
く
な
っ
て
も
、
な
お
同
じ
醇
化
の
力
を
つ
ね
に
痛
感
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
あ
れ
こ
れ
の
講
義
に
お
い
て

す
ら
身
を
ひ
と
た
び
委
ね
た
者
は
、
事
象
を
扱
う
理
論
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
人
格
の
純
粋
な
気エ

ー
ト
ス品
か
ら
も
心
の
最
も
奥
深
い
と

こ
ろ
で
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
捉
え
ら
れ
た
。
し
か
も
何
と
有
り
の
ま
ま
に
な
れ
る
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
。
夏
の
夕
に
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
湖

畔
の
散
歩
、
寛
い
で
自
分
自
身
を
あ
け
す
け
に
語
っ
て
く
れ
た
、
あ
の
折
々
の
静
か
な
散
歩
が
私
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
も
と
も
と
天

才
の
子
供
っ
ぽ
さ
を
具
え
て
い
た
が
、
本
当
に
子
供
ら
し
く
開
け
っ
ぴ
ろ
げ
の
人
で
あ
っ
た
。

　

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
の
手
紙
の
や
り
と
り
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
私
の
哲
学
的
処
女
作
『
算
術
の
哲
学
』［Philosophie der A

rithm
etik I, 

1891. 「
心
か
ら
の
感
謝
」と
扉
に
献
辞
─m

einem
 Lehrer FRA

N
Z BREN

T
A

N
O

 in inniger D
ankbarkeit

］
献
呈
の
許
し
を
乞
う
た
手
紙
に
は
、
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暖
く
礼
を
返
し
つ
つ
、
真
面
目
に
、
わ
が
敵
ど
も
の
怒
り
を
背
負
い
込
ん
で
は
い
け
な
い
よ
、
と
諫
め
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
も
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
に
捧
げ
た
が
、
今
度
は
献
呈
本
を
送
付
し
て
も
返
事
は
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
十
四
年
後
に
は
じ
め
て
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
現
に

献
呈
の
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
、
礼
を
述
べ
る
言
葉
も
気
持
よ
か
っ
た
が
、
明
か
に
当
の
書
は
、
詳
し
く
は
見
な
い
か
、
例
の
流
儀
の

「
斜
め
読
み
（quer lesen

）」
で
し
か
な
か
っ
た
。
無
論
こ
の
こ
と
で
気
を
悪
く
す
る
に
は
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
私
に
は
高
々
と
仰
ぐ
存

在
で
あ
り
、
こ
の
人
の
こ
と
を
あ
ま
り
に
も
よ
く
知
っ
て
い
た
。

　

手
紙
の
や
り
と
り
が
頻
繁
に
伸
び
な
い
こ
と
に
は
深
い
理
由
も
あ
っ
た
。
初
め
熱
狂
せ
る
学
生
の
私
に
、
師
と
し
て
仰
ぐ
高
い
尊
敬

を
止
め
た
こ
と
は
決
し
て
な
い
が
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
学
派
仲
間
で
留
ま
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
か
ら
出

た
道
と
は
い
え
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
入
る
と
、
ど
れ
ほ
ど
の
激
昂
を
呼
ん
で
い
た
か
も
私
は
知
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
ブ

レ
ン
タ
ー
ノ
は
い
か
に
も
易
々
と
不
公
平
に
な
れ
た
し
、
私
の
ば
あ
い
で
も
同
じ
く
、
ま
こ
と
に
悲
痛
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
ま

た
、
も
や
も
や
で
も
激
烈
な
思
考
動
機
に
心
の
奥
深
く
か
ら
突
上
げ
ら
れ
て
い
る
者
や
、
ま
だ
概
念
と
し
て
は
摑
め
な
い
が
既
成
理
論

と
は
合
い
そ
う
に
も
な
い
直
観
に
善
処
し
た
い
と
励
ん
で
い
る
者
な
ら
ば
、
お
の
れ
の
理
論
に
安
ん
じ
て
い
る
人
、
ま
し
て
や
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
の
ご
と
き
論
理
の
大
家
に
は
、
と
て
も
喜
ん
で
は
心
を
打
明
け
た
く
な
か
ろ
う
。
自
分
が
明
晰
で
な
い
こ
と
の
責
め
苦
で
一
杯

で
あ
り
、
自
分
の
論
理
的
無
能
力
こ
そ
が
ま
さ
し
く
探
究
的
思
考
へ
と
向
う
原
動
力
で
あ
る
の
に
、
こ
の
無
能
力
の
新
た
な
証
明
や
弁

証
法
的
論
駁
を
誰
が
必
要
と
し
よ
う
か
。
こ
う
し
た
証
明
や
論
駁
が
前
提
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
方
法
や
概
念
や
命
題
は
残
念
な
が
ら

嫌
疑
の
的
、
疑
わ
し
い
と
し
て
ま
ず
は
締
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
こ
の
こ
と
で
明
晰
に
は
論
駁
で
き
ず
、
み
ず
か
ら
明
晰
に

も
的
確
に
も
何
ひ
と
つ
十
分
に
定
立
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
は
、
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
し
く
不
幸
な
の
だ
。
私
が
自
分
自
身
と
な
る
ま

で
の
事
態
も
こ
れ
で
あ
っ
た
し
、
こ
こ
か
ら
釈
明
で
き
る
の
が
、
師
と
私
と
が
人
と
し
て
は
離
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
後
々
ま
で
学

問
的
接
触
は
き
わ
め
て
難
し
い
と
さ
せ
た
一
種
の
疎
隔
で
あ
る
。
率
直
に
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
師
の
方
に
欠
け
て
い
る
も
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の
は
何
も
無
か
っ
た
。
学
問
的
関
係
を
ふ
た
た
び
結
び
直
そ
う
と
何
度
も
努
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
何
十
年
に
も
私
の
大
き
な
尊
敬

は
少
し
も
減
じ
て
い
な
い
こ
と
を
、
よ
く
感
じ
て
く
だ
さ
っ
た
。
減
じ
る
ど
こ
ろ
か
尊
敬
の
念
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
自
分
自
身
の

発
展
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
私
は
、
師
か
ら
受
け
た
衝
迫
の
威
力
と
価
値
を
ま
す
ま
す
高
く
重
ん
じ
る
こ
と
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。

　

私
講
師
と
し
て
の
夏
休
み
に
一
度
ド
ナ
ウ
河
畔
［
メ
ル
ク
か
ら
ク
レ
ム
ス
に
い
た
る
ヴ
ァ
ハ
ウ W

achau　

渓
谷
］
の
シ
ェ
ー
ン
ビ
ュ
ー
ル

（Schönbüh

［e

］l
）
に
私
は
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
を
訪
ね
た
―
―
住
居
用
に
改
装
し
よ
う
と
少
し
前
に
「
居
酒
屋
（„T

averne

“）」
を
買
求
め
て

い
た
の
で
あ
る
。
姿
を
見
付
け
た
と
き
の
有
様
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
家
に
近
付
く
と
左
官
の
一
群
が
見
え
、
な
か
に
痩
せ
こ
け
た
長
身

の
男
が
い
て
、
シ
ャ
ツ
を
は
だ
け
、
ズ
ボ
ン
は
漆
喰
だ
ら
け
、
つ
ば
の
広
い
ソ
フ
ト
で
他
の
連
中
同
様
の
鏝こ

て

し
ご
と
、
ま
る
で
、
そ
の

こ
ろ
大
通
り
や
横
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
掛
け
た
イ
タ
リ
ア
人
労
働
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
で
あ
っ
た
。
に
こ
や
か

な
友
の
挨
拶
で
迎
え
て
改
築
図
案
を
見
せ
て
く
れ
、
何
で
も
自
分
で
や
れ
、
一
緒
に
働
け
の
無
理
強
い
さ
、
と
棟
梁
や
左
官
の
能
無
し

加
減
に
ぼ
や
い
た
。
ほ
ど
な
く
ふ
た
り
は
哲
学
論
議
に
の
め
り
込
ん
だ
が
、
身
な
り
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

幸
い
再
度
よ
う
や
く
確
か
一
九
〇
七
年
に
お
逢
い
し
た
の
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
、
ベ
ロ
ス
グ
ァ
ル
ド
街
路
（V

ia Bellosguardo

）
の

立
派
な
家
に
お
住
い
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
何
日
か
を
私
は
、
こ
の
上
な
い
感
動
を
以
て
し
か
思
出
せ
な
い
。
ほ
と
ん
ど
視
力
を
無
く

し
た
人
が
、
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
風
景
の
比
類
無
い
眺
望
を
説
明
し
た
り
、
と
て
も
美
し
い
道
を
通
っ
て
、
か
つ
て
ガ

リ
レ
イ
の
住
ん
で
い
た
双
つ
の
邸ヴ

ィ
ラ宅
へ
と
私
や
家
内
を
案
内
し
た
り
の
姿
に
、
ど
れ
ほ
ど
心
は
締
付
け
ら
れ
た
か
。
外
見
は
ほ
と
ん
ど

変
り
な
い
と
見
え
た
が
、
た
だ
髪
は
白
く
な
り
、
目
は
輝
き
と
以
前
の
表
情
を
失
っ
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
の
目
か
ら
い
ま
で
も

何
と
多
く
が
語
り
出
さ
れ
、
何
と
神
々
し
い
変
容
（V

erklärung

）
で
あ
り
神
へ
の
思
い
（Gotteshoffnung

）
で
あ
っ
た
こ
と
か
。
も
ち

ろ
ん
哲
学
に
つ
い
て
極
め
て
多
く
が
語
ら
れ
た
。
こ
れ
も
痛
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
も
哲
学
を
語
れ
る
か
と
、
ど
れ
ほ
ど
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
は
心
が
晴
や
か
に
な
っ
た
こ
と
か
。
こ
の
人
に
は
教
師
と
し
て
の
大
き
な
働
き
が
生
活
の
必
須
事
で
あ
っ
た
の
に
、
フ
ィ
レ
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ン
ツ
ェ
で
は
独
り
漫
然
と
日
を
過
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
人
格
の
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
し
、
北
の
国
か
ら
誰
か

自
分
の
話
を
聴
い
て
解
る
力
の
あ
る
者
が
来
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
う
れ
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
日
々
、
私
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン

で
の
学
生
時
代
以
降
の
何
十
年
か
は
力
な
い
夢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
傑
出
し
て
い
て
精
神
力
絶
大
の
人
を

前
に
し
て
、
ま
た
も
は
に
か
む
初
心
者
の
身
と
私
は
痛
感
し
た
。
私
自
身
が
語
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
私
は
聴
い
た
。
何
と
美
し
く
整
え

ら
れ
て
大
き
く
、
各
区
分
の
す
べ
て
は
確
然
と
形
を
成
し
、
こ
こ
へ
と
話
は
淀
み
な
く
流
れ
て
ゆ
く
。
だ
が
一
度
だ
け
御
自
身
が
聴
こ

う
と
望
ま
れ
、
異
議
を
挟
ん
で
遮
る
こ
と
な
く
、
以
前
の
私
の
対
心
理
主
義
闘
争
と
絡
め
て
現
象
学
的
研
究
法
の
意
味
を
私
に
語
ら
せ

た
。
御
了
解
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
少
し
は
私
に
も
罪
が
あ
っ
た
。
わ
が
身
に
も
切
実
な
直
観
と
見
て
き
た
師
の
根
本
直
観
に

つ
い
て
、
こ
れ
の
改
組
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
追
理
解
で
き
る
に
は
、
概
念
や
論
法
も
確し

っ
か
り
組
織
さ
れ
て
不
動
と
な
っ
て
い
る
師
の

考
察
法
の
流
儀
内
で
は
、
も
は
や
十
分
な
適
応
能
力
も
あ
る
ま
い
と
見
て
、
こ
の
心
奥
の
確
信
が
私
を
麻
痺
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
美
し
い
日
々
を
曇
ら
せ
る
耳
障
り
な
音
は
微
か
に
も
聴
え
ず
、
二
番
目
の
奥
様
エ
ミ
ー
リ
エ
（Em

ilie

［Rueprecht

］）
夫
人
が

私
ど
も
に
有
ら
ん
限
り
の
親
切
を
尽
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
こ
と
に
気
持
よ
く
手
厚
い
仕
方
で
老
年
の
世
話
を
な
さ
れ
、
こ
う
し
て
当

時
の
師
の
姿
に
ぴ
っ
た
り
と
美
し
く
似
合
う
方
で
あ
っ
た
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
で
き
る
だ
け
多
く
私
と
一
緒
に
居
た
い
と
望
ん
だ
が
、

御
自
身
、
そ
の
人
格
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
教
え
の
活
々
と
し
た
力
に
よ
っ
て
私
に
生
じ
た
何
か
へ
の
私
の
感
謝
に
は
、
決
し
て
消
え

る
こ
と
が
な
い
と
感
じ
取
ら
れ
た
。
老
い
て
な
お
情
愛
は
深
ま
り
一
段
と
穏
や
か
に
な
ら
れ
た
。
こ
の
人
に
第
一
の
故
国
と
第
二
の
故

国
の
助
成
す
る
こ
と
余
り
に
も
少
く
、大
き
な
天
分
の
寄
進
に
は
忘
恩
で
報
い
て
き
た
の
に
、ひ
ね
く
れ
た
老
人
は
こ
こ
に
見
え
な
か
っ

た
。
い
つ
で
も
御
自
身
の
あ
れ
こ
れ
の
理
念
の
世
界
に
生
き
、
完
成
す
る
御
自
身
の
哲
学
に
生
き
て
、
お
言
葉
の
ご
と
く
、
こ
の
哲
学

は
何
十
年
か
の
流
れ
で
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
い
た
。
お
姿
に
は
変
容
（V

erklärung

）
の
香
気
が
漂
い
、
も
は
や
現
世
に
は
属
さ
ず

し
て
生
き
て
い
る
と
こ
ろ
は
す
で
に
ほ
と
ん
ど
高
次
世
界
の
感
で
あ
っ
て
、
こ
の
高
次
の
世
界
を
揺
ぎ
な
く
信
じ
、
こ
れ
を
人
格
神
論
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（T
heism

us

）
の
理
論
で
哲
学
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
、
こ
う
し
た
晩
年
に
あ
っ
て
も
多
忙
な
お
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
で
得
た
最
後
の
像
は
私
の
心
の
奥
底
深
く
に
沈
ん
で
い
る
―
―
こ
う
し
て
い
ま
や
引
続
き
私
の
な
か
で
生
き
て
ゆ
く
の
が
、
高

次
の
世
界
か
ら
出
た
、
ひ
と
つ
の
お
姿
で
あ
る
。


